
 ドル円 ユーロ円 24H

112.65 136.58 寄付

05/08/01 111.72 136.38 安値

（月） 112.65 136.99 高値

 112.25 136.72 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 112.19 136.79 寄付

05/08/02 111.10 135.78 安値

（火） 112.23 136.85 高値

111.47 135.88 終値

･豪中銀が金利据え置き発表  ドル円 ユーロ円 24H
 111.38 135.83 寄付

05/08/03  110.98 135.80 安値

（水） ･米財務省が30年債の発行再開 111.94 137.15 高値

･7月の米ISM非製造業60.5  111.08 137.04 終値

･6月の独製造業受注2.4% ドル円 ユーロ円 24H
 ・BOEが政策金利を25BP引き上げ 111.17 137.07 寄付

05/08/04 ･ECBは政策金利を据え置き 110.75 136.67 安値

（木） 111.63 137.85 高値

111.23 137.76 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 111.24 137.78 寄付

05/08/05 ･7月末の外貨準備高▲38.81億ﾄﾞﾙ ･ECB総裁｢ﾕｰﾛ圏の金利は適切｣ 111.20 137.66 安値

（金） 112.20 138.40 高値

111.93 138.31 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 112.39 138.60 寄付

05/08/08 111.55 138.05 安値

（月） 112.63 138.84 高値

112.17 138.53 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 112.00 138.49 寄付

05/08/09 ・6月の機械受注は11.1% 111.67 138.20 安値

（火） 112.25 138.74 高値

111.90 138.42 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 111.80 138.13 寄付

05/08/10 ･7月の米財政収支▲528億ﾄﾞﾙ 110.40 136.57 安値

（水） 111.80 138.15 高値

110.65 137.00 終値

 
･6月の経常収支1兆866億円 ･ECB月報｢政策金利は適切だ｣ ドル円 ユーロ円 24H

 ･7月の豪州失業率5.0% 110.58 136.93 寄付

05/08/11 ･第2四半期独GDP0.0% 109.56 136.54 安値

（木） ･第2四半期ﾕｰﾛ圏GDP0.3% 110.60 137.13 高値

 109.70 136.80 終値

･第2四半期実質GDP速報値0.3% ドル円 ユーロ円 24H
 109.86 136.84 寄付

05/08/12 109.30 135.97 安値

（金） ･日銀が議事録要旨公開 109.95 136.95 高値

 109.38 136.09 終値

 
ドル円 ユーロ円 24H

 109.40 136.26 寄付

05/08/15 109.21 135.00 安値

（月） 109.82 136.31 高値

 109.25 135.11 終値

 

＊ご質問などはＥメールにてお願い致します。アドレス　info@fx-newsletter.com　まで

･露中銀が通貨ﾊﾞｽｹｯﾄのﾕｰﾛ比率
を0.30から0.35へ引き上げ

･自民党亀井氏｢解散総選挙なら新
党結成も選択肢｣
･米財務長官｢人民元切り上げ、世
界経済に恩恵｣

･ｻｳｼﾞのﾌｧﾊﾄﾞ国王死去､次期国王
はｱﾌﾞﾄﾞﾗ皇太子
･7月の米ISM製造業56.6､6月建設
支出▲0.3%

欧米でﾕｰﾛは続伸。発表された対
米証券投資は好数字になったもの
のﾄﾞﾙ買いに繋がらず。

東京はﾕｰﾛが小幅安。とくに新規の
材料はなかったが夜半の対米証券
投資発表をにらみつつ調整進む。

東京は前日から一変し、ｸﾛｽ中心
の円安傾向。日経平均が一時
12000円をつけるも影響なし。
欧米は再びﾄﾞﾙ安へ。この日も原油
高が続くとﾄﾞﾙの足枷に。ﾕｰﾛ/ﾄﾞﾙ
で損切りを巻き込みﾄﾞﾙ一段安。

東京は円が小幅安｡中曽根氏の行
動を受けた郵政法案否決思惑広が
り政局不安が嫌気された。

東京はﾚﾝｼﾞ内で荒い値動き。政治
不安はくすぶるものの､景気回復期
待から円も積極的に売り難い。

欧米は円が独歩安。米雇用統計は
予想通りで反応限定的。それより日
本の政治情勢に注目集まる｡
東京は円が弱含み。郵政法案否決
による解散で政治空白を嫌気した
円売りかさむ展開。
欧米は一時円高に振れるも行って
来い。ただ日本の政治不安は限定
的との見方有力で基調は強い｡

東京はほぼﾚﾝｼﾞ内での揉み合い｡
仲値近辺に若干の変動は見られた
が、あとはほぼ平坦。

欧米は一進一退。金利の引き上げ
はﾄﾞﾙの好材料ながら声明の据え
置きに対する失望感も強い。

欧米は円が小幅に続伸｡発表され
た米経済指標はﾉｰｲﾝﾊﾟｸﾄ。ただ8
月需給要因などから円がしっかり｡

欧米でも円買いの流れ止まらず。
一方で原油価格の上昇などもあり､
途中はﾄﾞﾙ安進行の色合いも。

欧米で円は続伸。原油高の流れが
この日も続きﾄﾞﾙ高の足枷に。米債
の利払いなど需給要因も。

東京も引き続き円しっかり。株価が
強含みで推移しているほか景気に
対する楽観論などが円買い要因｡

東京は円買い優勢｡日本の景気回
復に対する強気の見通しに加え通
貨ﾊﾞｽｹｯﾄ報道が好感された。

早朝発表されたGDPは予想を下回
る数値で円売りかさむかと思いき
や､予想に反して円は底堅い。

欧米は再びﾕｰﾛ高。金融政策は予
想通りながらﾃﾛに対する警戒感か
らﾕｰﾛの買い戻し進む。

≪　８月　1日～１５日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京は円が全面高。FT紙報道に加
え株高を好感した円買い活発。ﾄﾞﾙ
/円は1円近い円高を見せた。
欧米は円高と言うよりﾕｰﾛ安。材料
的なものはとくに見られなかったが､
ｸﾛｽを中心にﾕｰﾛが冴えない。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は政局不透明感から円売りｽ
ﾀｰﾄで始まるも、その後は株高など
を受け円が急反発。
欧米は一時円高に振れるも行って
来い。露中銀の発表もありﾕｰﾛも一
時買い進まれたが、やはり続かず。

・FT紙｢ﾄﾞﾙの上昇力息切れ､今後
は米国の構造問題に焦点｣
･福井日銀総裁｢消費者物価は年
末年始にかけてﾌﾟﾗｽに転じる可能
性高い｣

･中国海洋石油が米ﾕﾉｶﾙ買収提案
を撤回
･6月の米個人所得0.5%､同個人消
費0.8%､同製造業受注1.0%

･独ｱﾃﾞｨﾀﾞｽが米ﾘｰﾎﾞｯｸを31億ﾄﾞﾙ
で買収へ

･NY連銀が為替報告書発表､第2四
半期は介入実施なし

･渡辺財務官｢人民元は一層の柔
軟性が必要｣
･FT紙｢前日にｻｳｼﾞ通貨庁は15～
50億ﾕｰﾛを買った模様｣
･ｱﾙｶｲﾀﾞのｻﾞﾜﾋﾘ長官が英米に新
たなﾃﾛ警告

･6月の景気先行指数60.0%と5ヶ月
ぶりの50%超､景気判断も上方修正

･自民党の中曽根元文相が郵政法
案への反対を表明

･7月の米失業率5.0%､同非農業者
雇用数20.7万人

･CEA委員長｢労働市場はさらなる
伸びの余地がある｣

･FOMCが25BPの利上げ動意これ
で10回連続､また声明の表現は従
来から据え置いた

･福井日銀総裁｢踊り場をほぼ脱却
したと判断しうるのではないか｣
･岡田民主党代表｢政権を取れなけ
れば辞任する｣

・参院で郵政法案が否決される､そ
れを受けて小泉首相が衆院の解散
を宣言、｢反対票を投じた議員は公
認しない｣｢自公で過半数を取れな
ければ退陣｣

･週末の一部英紙｢米ｼｽｺｼｽﾃﾑｽﾞ
がﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのﾉｷｱ買収を検討｣
・ｻｳｼﾞへのﾃﾛ警告で米大使館が閉
鎖される

･日銀が現行の金融政策を7:2の賛
成多数で決定

･中国人民銀行｢通貨ﾊﾞｽｹｯﾄの主
要構成通貨はﾄﾞﾙ､円､ﾕｰﾛ､ｳｫﾝ｣

･ｿﾛｽ氏｢人民元は遅くとも数ヶ月以
内に1～2%切り上げられる｣
･渡辺財務官｢解散総選挙､市場へ
の影響は限定的｣
･小泉首相｢総選挙争点としての消
費税引き上げは考えていない｣

･米財務長官｢米経済成長は非常に
強い｣

･谷垣財務相｢いままでの景気判断
の枠内｣
･小泉首相｢15日の靖国参拝につい
ては適切に判断する｣

･6月の鉱工業生産確報値1.6%､同
設備稼働率104.4

･7月の米小売売上高1.8%､同企業
在庫0.0%

･6月の米貿易赤字▲588億ﾄﾞﾙ､8月
のﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼感指数92.7

･週末香港紙で反日ﾃﾞﾓの呼び掛け
あり
･英紙ﾀｲﾑｽﾞ｢ｱﾙｶｲﾀﾞがNYその他で
爆破ﾃﾛ計画｣

･独連銀月報｢ECBの政策金利水準
は景気に障害とならない｣
･8月のNY連銀製造業景気指数
23.0､6月の対米証券投資712億ﾄﾞﾙ


